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 世
羅
町
重
要
文
化
財 

日 ひ

南 な

の
宝
篋
印
塔 

昭
和
55
年
６
月
16
日
指
定 

 

こ
の
塔
は
、
花
崗
岩
製
で
、
広
島
県
史
跡
廃
万
福
寺
跡
の
東
の
丘
（
日

南
）
に
あ
り
ま
す
。
高
さ
約
1.8
ｍ
、
基
壇
は
下
２
段
が
切
石
造
り
で
上
段

は

反
か
え
り

花 ば
な

式
で
す
。
基
礎
は
高
さ
約
43

cm
で
反
花
式
。
四
面
に
輪
郭
を
巻

き
、
格 こ

う

狭
間

ざ

ま

が
設
け
て
あ
り
、
脇
に
「
奉
書
写
阿
弥
陀
経
」
「
正
平
十
二

年
（
一
三
五
七
）
十
一
月
日
」「
大
願
主
僧
契
阿
弥
陀
佛
」
等
の
銘
文
が
陰

刻
し
て
あ
り
ま
す
（
一
面
は
磨
滅
し
て
判
読
不
可
）。 

塔
身
は
高
さ
約
32

cm
で
四
面
に
蓮
華
座
を
刻
出
し
、
そ
の
上
に
直
径

22

cm
の
月 が

ち

輪 り
ん

を
描
き
、
内
に
金
剛
界
四
仏
の
種 し

ゅ

子 じ

（
梵 ぼ

ん

字 じ

：
古
代
イ
ン

ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
字
）
が
薬 や 

研 げ
ん

彫 ぼ
り

さ
れ
て
お
り
、
笠
は
高
さ
47

cm 

下
２
段
上
６
段
の
定
形
式
で
す
。
相 

輪
は
欠
損
し
、
現
在
別
の
小
型
の
も 

の
を
乗
せ
て
あ
り
ま
す
。 

 

本
塔
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
万
福 

寺
の
僧
契
阿
上
人
が
、
南
北
朝
時
代 

に
阿
弥
陀
経
を
書
写
し
て
、
塔
の
下 

部
に
納
め
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い 

ま
す
。
当
時
の
仏
教
信
仰
の
一
端
を 

う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重 

な
石
塔
で
す
。 
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世
羅
町
史
跡 

中
村
屋
敷
の
土
塁
と
石
垣 

平
成
２
年
８
月
20

日
指
定 

 
 
 

 

「
中
村
屋
」
の
屋
号
で
今
日
ま
で
残
っ
て
き
た
中
世
武
士
の
居
館
跡
で
す
。 

 

現
在
こ
の
屋
敷
地
は
、
個
人
居
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
敷
地
内

へ
勝
手
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
広
い
屋
敷
地
の
中
に
は
、

水
田
、
畑
、
建
物
も
数
棟
あ
り
、
北
側
は
竹
藪
と
な
っ
て
い
ま
す
。
屋
敷

の
広
さ
は
東
西
約
70
ｍ
、
南
北
約
80
ｍ
。
土
塁
の
延
長
は
約
160
ｍ
。
ま

た
、
屋
敷
に
向
か
っ
て
左
前
側
と
左
側
に
は
、
石
垣
遺
構
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
石
垣
は
、
後
世
の
組
み
換
え
が
み
ら
れ
ま
す
が
中
世
末
～
近
世
初
頭

と
思
わ
れ
る
石
積
み
も
あ
り
、
濠
（
堀
）
跡
も
う
か
が
わ
れ
ま
す
。 

「
稲 い

な

荷 り

旧
き
ゅ
う

記 き

」（
寛
永
11
年
・
一
六
三
四
）
に
は
、「
大
永
２
年
（
一
五

二
二
）、
世
羅
郡
禄
郷
の
庄
津
田
村
の
政
治
を
掌
る
者
は
、
明
神
山
の
城
主

金
築
少
輔
七
郎
の
家
臣
中
村
宗
太
郎
光
重
な
り
」
と
あ
り
、「
光
友
の
石
畳

道
」
も
家
臣
で
あ
っ
た
こ
の
中
村
氏
が
構
築
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

▲石垣遺構 

▲Ｖ字状の濠（堀）の跡 


